
     

 

 
 

話  題 

 
【港が丘小学校】 

文化庁 令和 7 年度文化芸術鑑賞・体験推進事業 文化施設等活用公演 

～日本伝統の誇り「能楽」は楽しい～ 

話題の内容 

■概 要 

門司港地区の小学校 5 校は、文化庁「文化芸術鑑賞・体験推進事業（文化施設等

活用公演）」の支援を受け能楽鑑賞会を共同開催する運びとなりました。 

能楽は、ユネスコ無形文化遺産にも登録されている日本の伝統芸能のひとつで

あり、本公演を通じて児童が日本文化の奥深さに触れ、誇りを持つ契機となること

を期待しております。また、演目には地元にゆかりのある題材も含まれており、地

域への理解と愛着を育む機会にもなると考えております。 

当日は、門司港地区の小学校 5 校に通う 4～6 年生の児童約 450 名に加え、

保護者や地域の皆様にも広くご鑑賞いただく予定です。北九州商工会議所や地元

企業の皆様からもご支援をいただき、地域と連携した意義深い取り組みとなって

おります。今後の文化教育活動の発展にもつながるものと確信しております。 

 
 

■日 時 

令和７年６月１２日（木）１３：３０～１５：００ 
 

■場 所 

 門司市民会館（門司区老松町３－２） 
 

■参加者 

 狂言「柿山伏」シテ 和泉流 吉住 講 ほか 

 半能「土蜘蛛」シテ 観世流 森本 哲郎 ほか 
 

 

学校の概要 
■ 小森江小・田野浦小・港が丘小・門司海青小・門司中央小（５校共同開催） 

■ 児童生徒数 ４６０名（４～６年生） 

問い合せ先 

■ 学 校 名  北九州市立 港が丘小学校 

■ 所 在 地  門司区清見１丁目１８－３８ 

■ 校  長   奥 浩太郎   （教頭）企救岳 智宏 

■ 電話番号   ０９３－３３２－０５００ 

備  考 

〇 公演については「森本能舞台」より２３名が来られます。 

 

〇 ５校の保護者や地域の方がへもお声かけしております。 

※日程等が変更となる場合があります。取材の際は、６月１０日正午までに学校へご連絡ください 

 

令和７年６月５日 

学校の話題提供（教育委員会） 


